
































































「担当国」でもあった。研究所は大学とは違う社会的責務を負っていた。日本で唯一の発展途上国研究所の研究者とし 、ナイジェリアに関する情報を様々な形で社会に還元することが求 ら いた。学会発表や学術雑誌での発表は当然であるが、公開講演やインタビューさらには電話での問い合わせに
対する対応も求められた。産業界からはナイジェリア























































































































































そこで再びナイジェリアやアフリカの研究に没頭できることになったのである。これ以降、私は自分の専門を聞かれると、 理学です いうよりもアフリカ地域研究ですということ 多くなった。　
日本学術会議の地域研究委員会が取
りまとめた「グローバル化時代に
おける地域研究の強化」が発表されて十年近くに るが、現在でも自分の専門分野を「地域研究」ですと名乗る研究者はあまり多 はな 。大
学の教育レベルでの地域研究の存在感はまだ小さい。（三）地域研究と既存の学問との関係の変化　
私がアジア経済研究所から大学に移った一九八〇年代には、多様な専









































































































グローバル化を推進する側つまり「中央」にとって有利なものとして推し進められた であるが、いったん整備されたインフラは「周縁部」の人々にとっても利用 き ユビキタス性を持つ。とりわけ情報インフラの発展はすざましいも であった。このインフラを使って、世界各地の地方 人々が自分たちのローカル性を世界に向け発信し自
ら他地域に出




































































































































































































































































































































































































































































































































出典： U.S.A. Department of Homeland Security, 






































































































































































































































































































































































































地域と世界（他の地域）との繋がりの時間的同時性と両者のレシプロカルな関係性にあるといえよう。グローバル化が世界各地の地域を均一化の方向に推し進めていく過程と考えるの はなく、地域と世界はむしろ不即不離の関係を保ちながらしかし瞬時に同期し がら動いていると考えた方が良い では かろうか。　
このように考えると、地域のより正確な理解が世界認識のためにます
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